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第４回 絵巻と絵本 
 

講義担当 井黒 佳穂子（国文学研究資料館） 

 

【概要】 

 本講義では、絵巻や絵入り本における「詞書き」や「絵」について比較しながら、「物語」

における「ことば」と「絵」の関係について概観する。読み継がれる度に本文や図様が規定

され、次第に固定化する作品もある一方、解釈の幅を広げ、書き写され、描かれるにつれて、

再生産されていく作品もある。 

これらの作品を取り上げ、物語における「ことば」と「絵」の関係が、異なる手法として

重層的に重なり合いながら、互いに物語の解釈を押し広げることで、次なる物語の土壌とな

っていくことを考えてみたい。 

 

Ⅰ．絵巻物の歴史 

物語の絵画化 仏教説話 

四大絵巻の制作『源氏物語絵巻』『伴大納言絵詞』『信貴山縁起絵巻』『鳥獣戯画』 

後白河院の絵巻物愛好 蓮華王院 

絵巻物を愛好した人々 後崇光院『看聞日記』、三条西実隆『実隆公記』 

寺社縁起絵巻、絵解き 布教手段としての絵巻 

 

御伽草子：室町後期から江戸前期にかけて成立した短編の物語類。絵を伴う作品が多く、御

用絵師が筆を揮ったものから、町絵師や素人によるものまで幅広く残されている。 

小絵：室町中期以降に作られたとされる小型の絵巻。通常の絵巻と比べて天地が半分程度。

公家や上流階級の武家の若君や姫君に向けて作られたと考えられている。 

奈良絵本：室町後期から江戸中期にかけて作られた彩色絵入りの写本。絵巻を含めていうこ

ともある。 

丹緑本：江戸初期の墨刷りの絵入り版本の挿絵に、丹緑黄で筆彩色を施したもの。上方に限

定される。 

渋川版：享保年間に大阪の書肆であった渋川清右衛門から『祝言御伽文庫』として出版され

た叢書。御伽草子という名称はこの渋川版に因んでいる。 

 

宮次男編『角川絵巻物総覧』（角川書店、1995 年） 

若杉準治編『絵巻物の鑑賞基礎知識』（至文堂、1995 年） 

徳田和夫『お伽草子研究』（三弥井書店、1988 年） 
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徳田和夫『絵語りと物語り イメージ・リーディング叢書』（平凡社、1990 年） 

石川透『奈良絵本・絵巻の生成』（三弥井書店、2003 年） 

 

Ⅱ．規定される図様ʷ源氏絵の場合ʷ 

『源氏物語』の享受 

藤原俊成「源氏見ざる歌詠みは遺恨の事なり」（『六百番歌合』判詞） 

和歌だけでなく、連歌、俳諧にも波及⇒江戸期には貞門誹諧の門人を中心に注釈書や本文、

梗概書などが作られる。山本春正『絵入源氏物語』、野々口立圃『十帖源氏』 

 

源氏絵：平安時代の王朝物語『源氏物語』を描いた絵画。狭義には幕末の戯作者柳亭種彦の

『偐紫田舎源氏』を描いた錦絵を指す。 

現存する鎌倉以前の作例は少ないが、室町期になると絵画化すべき場面を選び、どのよう

に描くか指示した手引書も作られている。⇒図様の固定化。 

 

専大本『源氏物語画帖』 

源氏物語の各場面から詞書きと絵をそれぞれ二十面ずつ、合計六十面を三冊の画帖に仕立

てたもの。面の右側に本文または和歌を抜書きし、左側は詞書きに該当する絵が描かれ、右

上には帖名と詞書きの執筆者名、詞書きの書き出しを記した短冊が貼られている。絵は多く

が野々口立圃『十帖源氏』からの模倣。詞書きは十名の堂上歌人による寄合書、絵師は不明

だが町絵師と思われる。 

 

『十帖源氏』 

俳人の野々口立圃による『源氏物語』の梗概書。『十帖源氏』の好評を受けて作られた『お

さな源氏（上方版）』は後に江戸でも版行（松会板『おさな源氏』）されたが、この時の絵師

は菱川師宣とも伝えられる。この絵は延宝三年（一六七五）の鶴屋版『源氏小鏡』にも転用

されている。 

 

・『十帖源氏』を異なる場面から流用した図様（42 柏木、48 匂宮、53 総角、55 宿木） 

・『十帖源氏』と解釈が異なる図様(27 初音、45 夕霧、50 竹河) 

・『十帖源氏』以外から流用した図様（29 蛍） 

・典拠不明の図様（47 若菜下） 

 

秋山光和『王朝絵画の誕生 「源氏物語絵巻」をめぐって』（中央公論社、1968 年） 

秋山虔・田口榮一編『豪華源氏絵の世界 源氏物語』(学習研究社、1988 年) 

片桐弥生「美術史における源氏物語―源氏絵の場面選択と図様の問題を中心に―」（増
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田繁夫他編『源氏物語研究集成 第十四巻 源氏物語享受史』風間書房、2000 年） 

吉田幸一『絵入本源氏物語考 日本書誌学大系 五十三』（青裳堂書店、1987 年） 

清水婦久子『源氏物語版本の研究』（和泉書院、2003 年） 

 

Ⅲ．拡大する物語ʷ御伽草子『木幡狐』の場合ʷ 

『木幡狐』概要 

山城国木幡に住む狐「きしゆ御前」は三位中将を見初め、美しい女性に化けて中将と結ば

れる。二人の間には男の子が産まれたが、若君が三歳になった時、犬が献上される。犬を恐

れるきしゆ御前は中将の邸を去り、嵯峨野に庵室を構え、仏道修業に励むようになった。 

 

『木幡狐』伝本 

    ・ローマ東洋美術館蔵『木幡狐』写本、一軸 

    ・岡見正雄氏蔵『木幡狐』写本、二冊 

    ・くもん子ども研究所蔵『木幡狐』絵巻断簡、八枚 

    ・実践女子大学図書館黒川文庫蔵『木幡狐』写本、二冊 

    ・徳江元正氏蔵『木幡狐』写本、二冊 

    ・国立公文書館蔵『木幡狐』写本、一冊（墨海山筆巻四六） 

    ・渋川板御伽文庫『木幡狐』版本、二冊 

 

きしゆ御前が木幡の山に咲く藤の花を見たがるという話は徳江本にしかない。狐のきし

ゆ御前が美女に変身する場面で、絵に描かれていた「藻」が「藤の花」に変わったことで、

「狐は藻を被って変身する」という解釈が失われ、新たな挿話が付与されたと考えられる。 

 

画中詞：絵巻や絵本の画中に記された詞章。内容は絵の説明や登場人物の台詞など。 

 

徳江元正「渋川版以前―「木幡狐」の場合―」（『文学』12 号、岩波書店、1976 年） 

徳江元正「御伽草子『木幡狐』藝能史的考察」（『室町藝能史論攷』三弥井書店、1984 年） 
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